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１０月２日（土）に文化発表会を開催しました。運動会を“無観客・平日”にて開催した

こともあり心配していましたが、ご家族に来場していただくことができました。学年ごとの

入れ替えにもかかわらず多くの方にご声援をいただきました。誠にありがとうございました。 

本年度は、運動会に続きピアサポート（仲間同士の支えあい）を練習段階から取り入れ、

学年を超えてアドバイスが行えたり、たくさんの場面で実行委員やリーダー達の活躍を見る

ことができました。合唱の部では、練習やリハーサルを見ていて正直少し心配しましたが、

おそらくどのクラスも本番に向けて調整し、当日が一番良かったのではないでしょうか。

様々な賞をもらえたところ、もらえなかったところはありますが、今年一番の成果は他の学

年やクラスの発表を認める発言が多かったことではないでしょうか。もちろん一場面での発

言ですが、「○年△組の歌すごいよなぁ…」「やっぱり一番は□組じゃなぁ…」などの自分達

以外の素晴らしさを認めることができていたようです。本当にうれしく思いました。文化部

の“科学実験”、そして吹奏楽部の演奏は会場の皆さんを魅了したのではないでしょうか。展

示でも、各教科で取り組んだ素晴らしい作品が数多く会場を彩りました。保護者の方からも

「素晴らしいですね…」というお言葉を数多くいただきました。 

 
【１１月の主な行事】※詳細につきましては、“中央中学校ホームページ”をご確認ください 

２日：１／２年学力定着状況確認テスト、３年校内テスト  ６・８日：県秋季大会 

９日～：教育相談週間  １１日：１年生校外研修  １５～１９日：学校公開週間 

１７日：避難訓練  １９日：参観日  ２１日：久米郡ＰＴＡ連合会講演会 

２５日・２６日：質問教室  ２９・３０日：２学期末テスト 

自主・友愛・剛健 

文化発表会を開催しました 



 

 

 

 生徒会本部のメンバーが、１０月２３日（土曜日）にＯＫＡＹＡＭＡスマホサミット２０

２１（県北会場）に初めて参加しました。当日はオンラインの開催でしたが、岡山県北の１

９中学校が参加していました。「生徒主体・みんなで・広げる・つなげる・成果検証」の５つ

の視点をもちながら、３時間半の交流でした。 

中央中学校は、クロムブック（タブレット）を使用してアンケートをフォームで作成し、

全校の実態把握をして、今後のスマホとの付き合い方を考えるきっかけ作りにしていくそう

です。他校との交流もあり、たくさんの刺激を受けたことでしょう。今後の生徒会本部の活

躍に期待していきたいです。 

 

 

 

つぶやき… 
今回は『蜘蛛（クモ）の巣の神秘』について…。先日から体育館や校門近くのフェンスにク

モの巣がたくさんできているのを見つけました。２０年くらい前から気になっていて、この

時期に霧が発生すると光り輝いてとても神秘的な美しいものになります。ネット上では、歌

手の工藤静香さんも自身のインスタグラムで紹介して大反響を得ています。クモが苦手な人

でも、水に濡れて光り輝くクモの巣には心動かされるはずです。一度探してみてください。

ところでクモは冬眠するのか？？？。実はそのまま冬眠するものと、命を終え産卵すること

で次につなぐという形で冬を越すものがいるそうです。いずれにしても秋にしっかり栄養を

蓄えて次の年に備えるのです。学校でも来年のことを考え始める時期になりました。来年に

なってから考えるのではなく、この時期からクモのようにしっかり準備して、来年の春に活

発に動けるように備えていきたいですね。３年生はもちろん、１・２年生もね…。 

生徒会本部が ＯＫＡＹＡＭＡスマホサミットに参加しました！ 

県秋季大会地区予選会 

県秋季大会の美作地区予選会

が開催されました。郡種目別選

手権大会が中止となっていまし

たので、新チームとして初めて

の公式戦を行いました。地区大

会では、なかなか力を発揮する

ことができなかったのですが、

多くの部が接戦を制して勝ち上

がっていきました。中でも卓球

部女子が団体２位・個人県大会

出場を勝ち取りました。他の部

も含め、来年の夏が楽しみです。 

 

３年生の折り鶴長崎へ 
３年生が長崎への修学

旅行の際に長崎原爆資

料館に奉納する 

はずだった「折 

り鶴」を郵送し、 

『原爆投下から 

７６年の月日を 

経て…、見学者 

にも安らぎのひ 

とときを与えて 

いるものと存じ 

ます。』とのコ 

メントをいただ 

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


